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This field survey has been performed in October, 2001 by using a prize site in Internet . And have 

got 268 reply answers. The objective is to search the degree of online shopping utilization and 
information getting behaviors among Japanese consumers .

1.調 査 の概 要

1)調 査 の 目的:イ ンターネ ッ ト・ユ ーザ ーにおけるオ ンライ ンシ ョッピングについて、購買体験

者、非体験者 を類型化 し、 イ ンターネ ッ トの利用状況、 ショッピングサイ ト検 索経路、効果 的

な広告手法、売 れているホームペ ー ジの特徴 な どを探 る。 それ によって、 シ ョッピングモール

を巡 る情報 の広告 としての働 きを明 らか にす る。 イ ンターネ ッ ト・ユーザーの行動科学 的な層

別化 につ いて も可能 か否 か、探 る。

2)調 査 の対象:イ ンターネ ッ ト・ユ ーザ ー268名1(応 募 総数500名)

3)調 査 の方法:イ ンターネ ッ ト上での ア ンケー ト調査

4)調 査 の内容:イ ンターネ ッ ト利用状況、 イ ンターネ ッ トによるオ ンライ ンシ ョッピングの利用

状況 ・考 え方、 イ ンターネ ッ ト・ユーザ ーの層別化、 につ いて調査 し、それ らを用 いて シ ョッ

ピングモールへ のアクセスな どを探 る。

5)調 査 期間:2001年10月9日(火)か ら20日(土)ま で12日 間

6)ア ンケ ー ト画面作成 と懸賞サ イ トへの提 出:AnyNetを 使 用 した。 』

http://www.anynet.nerima.tokyo.jp/bnk/
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2.仮 説

これ までの先行調査 な どか ら、次の ような4つ の仮説を設定 し、その検証 を行 なう。

1)こ まめ に広告 の更新 を繰 り返 し、 メール配信ニ ュースな どを利用 して、 ショッピングサイ トの

情報 を配信す るのが、ユーザーの経路 に合 った戦略である。従 って、オ ンライ ンショッパ ーは、

メール広告 に対 して感度が高 い。

2)バ ナ ー広告 は、小 さな広告 スペースで あ り、 シ ョッピングサイ ト検索 にはあま り効果 はない。

但 し、 ブラン ド強化 というバナー広告 の表示その ものの効果があ るであろ う。

3)シ ョッピングサイ トへ の経路 と して、 ターゲ ッ トとす る層が興味を もつよ うなコ ンテ ンツを置

くことも効果 がある。

4)イ ン ターネ ッ ト・ユーザー には、影響力 による層別化が可能であ る。

3.調 査結果の概要

集計結果は、単純集計、クロス集計を行なって分析 した。クロス集計は、 κ(カ イ)二 乗検定を

行ない、1%水 準で有意、5%水 準で有意なものを取 り上げている。

3-1.イ ンターネ ッ ト利用状況

1)オ ン ライ ンショッピング経験 と今後 の利用意志 による何 答結 果のタイプ分 け(表1参 照)

シ ョッパ ー とは、 イ ンターネ ッ トを使 って のオ ンライ ンシ ョッピングの経験 がある人 である。67

%を 占 めた。

タイプA:す で に買 い物 を した ことがあ り、今後 も利用 したい人(65%)

タ イ プB:す で に買 い物を した ことがあ るが、今後はす る気になれない人(2%)

ノ ン ショッパ ーは、オ ンライ ンシ ョッピ ングの経験のない人 である。33%で あ った。

タイプC:ま だ利用 した ことはないが、今後買 い物を してみたい人(22%)

タ イ プD:ま だ利用 して いない し、買 い物を したい と思わない人(11%)

こ の よ うに類型化で きる。例 えばタイ プAは オ ンライ ンショッピングに積極型、Bは 悔悟型、C

は潜在型、Dは 消極型 と言 うこともで きるであ ろう。 しか し、タイプBは ご く少数(5人)な ので、

以下の分析 にお いて は除外 した。

表1オ ンラインショッピング経験と今後の利用意志

経験と今後の利用意志 人 数 構成比

すでに買い物をしたことがあ り、今後

も利用 したい(タ イプA)
174 64.9%

}66.8%
(A+B)

すでに買い物をしたことがあるが、今

後はする気になれない(タ イプB)
5 1。9

まだ利用したことがないが、今後買い

物を してみたい(タ イプC)
59 22.0

}33.2%
(C+D)まだ利用していないし、買い物をした』

いと思わない(タ イプD)
30 11.2

計 268 100.0
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表2年 代別構成とショッパー比率

年 代

タ イ プAの

シ ョ ッパ ー

A=174

構 成 比

ノ ンシ ョ ッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイ プCl

C=59

構 成 比

タイプD

D=30

構成比

20才 未満(n=22) 5.7% 11.9% 6.7% 45.5%

20才 代(98) 32.8 45.8 46.7 58.2 **

30才 代(90) 39.7 18.6 26.7 76.7 **

40才 代(44) 16.7 15.3 20.0 65.9 **

50才 代(9) 2.9 6.8 0 55.6 *

60才 以上(5) 2.3 1.7 0 80.0 *

計(268) 100.0 100.0 100.0 64.9

(注)各 欄の タイ プ分 けにつ いて**1%水 準 で有意、*5%水 準で有意。以下 同 じ。

また 厂ショッパー比率」 という言葉は、その区分におけるショッパー(タ イプA)の 回答者が全

回答者数に占める比率(百 分比)を 指 している。

2)年 代 別構成 とシ ョッパ ー比率(表2参 照)

全 体 に20才 代 、30才 代 の回答者が多 く、40才 代 が これに次 ぐ。20才 未 満 は少な く、50才 代 以上 は

ご く少 ない。 シ ョッパ ー(タ イプA。 以下同 じ)は 、年代別 には30才 代 で回答者 が最 も多 く、20才

代 がそれに次 ぐ。 しか し、 ノ ンショッパー(タ イプC、D。 以下同 じ)は20才 代 で比率 が高 く、 こ

こに集 ま ってい る。 これはイ ンターネ ッ トを使用 し始 めてか らのキ ャ リア にもよ るだろ うし、 また

ショッピング(買 い物)に 自由にな る金額 との関係 もあるのではなか ろうか、 と推定 される。

3)職 業 別構成 とショッパ ー比率(表3参 照)

全 体 に専業 主婦、 会社員(事 務 ・営業職)、 大 学生 ・大学院生、 パ ー ト ・アルバ イ ト、会 社員

(技 術 ・研 究職)、 自営業 ・その勤務者、高校 生 の順 で回答者が多か った。会社員(中 間管理職 ・役

員)、 専門職(弁 護士、会計士、税理士、 コンサル タン トな ど)、 公務員、教員、小 中学生 は、回答

者数 が10人 未 満 であ った。専業主婦が こう したア ンケー ト調査に関心が高いのは、 イ ンター ネ ッ ト

がいかに家庭 に普及 しているか、 よ く示 して いる。

ショッパ ーにおいては、専業主婦、会社員(事 務 ・営業職)、 会社員(技 術 ・研究職)、 パ ー ト・

アルバ イ ト、 自営業 ・その勤務者の順で、回答者 が多 い。 ノンシ ョッパーでは大学生 ・大学院生の

回答者が多 く、 タイプC、Dと もそれが1位 であるのが特徴:であ る。大学生 ・大学 院生では、 まだ

修学 中(ま だ職 につ いていない)な のでオ ンライ ンシ ョッピングす る人 が少 ないのは理解で きる。

ショッパ ー比率(そ の区分 に回答 した人 の うちで シ ョッパ ーが 占め る比率)を 見 ると、会社 員

(研 究 ・技術職)で は81%、 自営業 ・その勤 務者で78%、 専 業主婦 で69%、 パ ー ト ・アルバ イ トで

69%と 、 全体 の ショッパ ー比率の65%を 上 回 った。会社員(技 術 ・研究職)や 自営業 の人は、特 に

オ ンライ ンシ ョッピングに熱心であ る。

4)イ ンターネ ッ トの利用場所(表4参 照)

イ ンターネ ッ トは自宅 のパ ソコンを使 って いる という人が74%を 占 め、 自宅 と職場 ・学校 のパ ソ
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表3職 業別構成とショッパー比率

職 業

タイ プAの

シ ョッパ ー

A=174

構 成 比

ノ ン シ ョッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

構成比

タイプD

D=30

構成比

会社員(事 務 ・営業職)

(n=45)
16.7% 16.9% 20.0% 64.4% **

会社員(技 術・研究職)(31) 14.4 8.5 0 80.6 **

会社員(中 間管理職・役員)

(5)
2.3 0 3.3 80.0 *

専門職(弁 護士・会計士他)

(4)
1.7 1.7 0 75.0

公務員(9) 4.0 3.4 0 77.8 **

教員(5) 2.9 0 0 100.0 **

自営業 ・その勤務者(18) 8.0 5.1 3.3 77.8 **

専業主婦(58) 23.0 20.3 16。7 69.0 **

パ ー ト ・アルバ イ ト(32) 12.6 8.5 16.7 68,8 **

大学生 ・大学院生(34) 6.3 23.7 23.3 32.4 *

高校生(11) 2,3 8.5 3.3 36.4

小中学生(1) 0.6 0 0 100.0

その他(15) 5.2 3.4 13.3 60.0 **

計(268) 100.0 100.0 100.0 64.9

表4イ ンターネットの利用場所

利用場所

タイ プAの

シ ョッパ ー

A=174

構 成 比

ノ ン シ ョッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

構成 比

タイプD

D=30

構成 比

自宅 のパ ソ コ ンで

(n=199)
71。8% 79.7% 80.0% 62.8% **

職場・学校のパソコンで

(25)
8.6 11.9 6.7 60.0 **

自宅と職場 ・学校のパソ
コンの両方で(38) 16.7 6.8 13.3 76.3 **

携帯電話で(0) 0 0 0 0

パ ソコンと携帯電話の両

方で(6)
2.9 1.7 0 83.3 *

計(268) 100.0 100.0 100.0 64.9

コ ンの両方 で して いる人が14%で あ った。イ ンターネ ッ トに携帯電話 を使 ってい るとい う人 は
、 ご

く少 ない(6人)。 携帯 電話をイ ンター ネ ッ トに使 って いる人 は多 いはず であ るが、おそ らくメー

ル の授受が 中心で あ り、本調査 はイ ンターネ ッ ト・シ ョッピングモールにつ いての調査 なので、そ
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表5イ ンターネッ ト利用時間

利用時間

タ イ プAの

シ ョ ッパ ー

A=174

構 成 比

ノ ンシ ョ ッパ ー

シ ョッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

構成比

タイプD

D=30

構成比

週に20時 間以上(1日3

時間以上)(n=95)
38.5% 27.1% 30.0% 70.5% **

週 に10時 間以上 、20時 間未

満(1日1-2時 間)(95)
37.9 32.2 30.0 69.5 **

週に5時 間以上、10時 間

未満(41)
14.4 18.6 16.7 61.0 **

週に3時 間以上、5時 間

未満(21)
5.2 13.6 13.3 42.9 *

週に1時 間以上、3時 間

未満(14)
4.0 8.5 3.3 50.0

週 に1時 間未満(2) 0 0 6.7 0

計(268) 100.0 100.0 、100.0 64.9

う した人はあま り答えなか ったのであろ う。

「自宅 と職場 ・学校のパソコンの両方で」 とい う人において、ショッパー比率が高 い(全 体の ショッ

パー比率65%に 対 して76%) 。 シ ョッパ ーは、 自宅 と職場 ・学校 の両方でイ ンターネ ッ トを使 うと

い う、使用 に意欲 的な(あ るいは立場 の恵 まれた)人 が結構 いることにな る
。

5)イ ンターネ ッ ト利用時間(表5参 照)

イ ンターネ ッ トの利用時間 と して は、週20時 間以上(1日3時 間以上)の 回答者数 と週 に10時 間

以上、20時 間 未満(1日1-2時 間)の それが 同数で あ り、最 も多い。 さらに週 に5時 間以上、10

時 間 未満の回答者が、 これ らに次 ぐ。 週 に5時 間未満 のイ ンターネ ッ ト利用者 は少 ない(回 答者数

の14%)。

シ ョッパ ーは、週 に20時 間以上、週 に10-20時 間 と、 イ ンターネ ッ トを多 く使 っている層で多い
。

それぞれ シ ョッパー比率が71%、70%と 、 全体 の シ ョッパー比率65%を 上 回 っている。一方、 ノン

シ ョッパーは、イ ンターネ ッ トを よ く使 ってい る層 にも多 いが、利用時 間の少 ない層 に もお り、分

散 してい る。

6)イ ンターネ ッ ト利用歴(表6参 照)

回答者数 は、利用 開始 時期 が3-4年 前 、1-2年 前 、5-6年 前 、6ヶ 月以上 一1年 未満の順

で多 か った。

1-2年 以 上 イ ンターネ ッ トを している人 の層 では、 ショッパーの比率 が高 くな っている。 シ ョッ

パ ー比率 は、利用 開始 時期1-2年 前 が69%、3-4年 前 が70%、5-6年 前 が70%で 、7-8年

前 は92%で あ る。一方、1年 未満 ではノ ンシ ョッパ ーが多 い。

イ ンターネ ッ トの利用 を開始 してか ら1-2年 経 って、オ ンライ ンシ ョッピングを してみよ うと

いう気持 ちになるので はな いか。 あるいは1年 未満 の層 には、学生が多 く、 このよ うな結果 になっ
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表6イ ンターネッ ト利用歴

利用開始時期

タ イ プAの

シ ョ ッパ ー

A=174

構 成 比

ノ ンシ ョ ッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

構成比

タ イ プD

D'=・30

構 成 比

6ヶ 月未満(n=21) 2.3% 15.3% 20.0% 19.0%

6ヶ 月以上一1年 未満(29) 8.0 15.3 20.0 48.3 **

1-2年 前'(75) 29.9 28.8 20.0 69.3 **

、3-4年 前(80) 32.2 25.4 26.7 70.0 **

5-6年 前(47) 19.0 13.6 13.3 70.2 **

『

7-8年 前(12) 6.3 1.7 0 91.7 **

それより以前(4) 2.3 0 0 100.0 **

計(268) 100.0 100。0 100.0 64.9

表7イ ンターネット利用目的(複 数回答)

利用目的

タイプAの

ショッパー

A=174

対 回答者比率

ノ ンシ ョ ッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

対 回答者比率

タイプD

D=30

対 回答者比率

仕事・学習(n=147) 54.0% 66.1% 36.7% 63.9% **

趣味 ・娯楽(254) 94.3 94.9 96.7 64.6 **

交際(45) 18.4 15.3 13.3 71.1 **

買い物(116) 63.2 8.5 3.3 94.8 **

金融陦報 ・取引(27) 10.9 8.5 6.7 70.4 **

懸賞応募(212) 81.0 78.0 70.0 66.5 **

ニ ュー ス入 手(115) 46.0 40.7 30.0 69。6 **

リサイクル販売(33) 16.1 5.1 3.3 84.8 **

その他(9) 4.0 0 6.7 77.8 **

計(回 答者数268) 64.9

た可能性 もある。

7)イ ンターネ ッ ト利用 目的(表7参 照)

イ ンターネ ッ トの利用 目的を複数 回答 で答えて いただいた。 平均 で一人3.5個 の利 用 目的を答え

ている。趣味 ・娯楽、懸賞応募、仕事 ・学習、買 い物 、ニ ュース入手 の順 で回答数 が多 か った。 こ

れ らは回答数が100を 上 回 ってい る。一方、交 際、 リサ イクル販売、金融情報 ・取引 は回答数が少

ない(い ず れ も50以 下)。

そのうち、買 い物、 リサ イクル販売、金融情報 ・取 引で、 シ ョッパ ー比率 が高 く、買 い物で は95

%、 リサイクル販売で は85%に な ってい る(買 い物 で シ ョッパー比率 が大変高 いのは当然 である)。

ま た同時 に交際、ニ ュー ス入手で も、 シ ョッパー比率 は高 い(交 際で71%、 ニ ュース入手 で70%)。
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そこで買 い物、 リサイ クル、金融、交 際、ニ ュース入手 な どをイ ンターネ ッ ト利用 の 目的に してい

る人の間で は、 シ ョッパーの比率が高い こととな る。

一方
、趣味 ・娯楽、懸賞応募 を利用 目的にあ げてい る人 では、 シ ョッパ ー、 ノ ンシ ョッパ ーの違

いはあま りない。ただ しノ ンショッパーのタイプCで は、仕事 ・学習 をあげてい る人 の比率が高い。

8)イ ンターネ ッ トで利用 してい る主 なサー ビス(表8参 照)

5つ までの複数回答をお願 い した。電子 メール、 プ レゼ ン ト・懸賞応募、検索 サイ ト(サ ーチエ

ンジ ン)は 、 回答が多 く(回 答者数 の50%以 上)、 すでにイ ンターネ ッ トの利用 では常態化 して い

る。検索 サイ トを答えた人 は59%で 、60%程 度 の人が検索サイ トをよ く使 って情報 を入手 してい る。

その他、 メールマガ ジン、 ホームペー ジ、 シ ョッピングサイ ト、 ニュース ・交通情報 ・天気 予報な

どの情報サイ ト、掲示板、 オー クション、銀 行残高照会 ・振込 みサイ ト、 メー リング リス ト、株取

引 ・株価情報 サイ ト、娯楽 コンテンツ(ク イズ、音楽な ど)、 ゲ ームサイ トの順 で回答数 が多か っ

た。

表8イ ンターネッ トで利用している主なサービス(5つ までの複数回答)

主 な利用サービス

タイプAの

ショッパー

A=174

対回答者比率

ノ ンシ ョッパ ー

シ ョッパー

比 率

A/n

有意差検:定
タイプC

C=59

対 回答者比率

タイプD

D=30

対回答者比率

電 子 メ ール(n=251) 94.3% 93.2% 93.3% 65.3% **

メー リン グ リス ト(22) 8.6 8.5 3.3 68.2 **

掲示板(48) 19.0 16.9 16.7 68.8 **

フォーラム ・会議 室(3) 1.1 1.7 0 66.7

シ ョッピングサイ ト(77) 40.2 10.2 3.3 90.9 **

検索サイ ト(サ ーチエン

ジン)(152)
55.7 67.8 43.3 63.8 **

ホ ー ム ペ ー ジ(101) 33.3 49.2 36.7 57.4 **

メ ー ル マ ガ ジ ン(103) 41.4 28.8 46.7 69.9 **

ゲ ー ム サ イ ト(15) 6.9 3.4 3。3 80.0 **

プレゼント・懸賞応募(203) 73.0 86.4 76.7 62.6 **

娯楽コンテンツ(ク イズ・

音楽など)(17)
5.2 8.5 10.0 52.9 *

ニュース・交通情報・天気予

報などの情報サイト(60)
22.4 22.0 26.7 65.0 **

チ ャ ッ ト(12) 5.2 1.7 6.7 75.0 **

株取引・株価情報サイト(17) 6.9 3.4 6.7 70.6 **

銀行残高照会・振込みサイト

(23)
9.8 8.5 3.3 73.9 **

オ ー ク シ ョン(39) 20.1 5.1 3.3 89.7 **

その他(0) 0 0 0 0

計(回 答者数:268) 64.9
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表9シ ョッパーにおけるこれまでのオンラインショッピング回数

回 数 人 数 構成比
1回 だけ 16 8.9%

2-3回 53 29.6

4-5回 47 26.3

5-10回 32 17.9

10-20回 未 満 19 10.6

20回 以上 12 6.7

計 179 100.0

表10シ ョッパーにおけるオンラインショッピングの頻度

オ ンライン買い物頻度 人数 構成比

週に何回も 3 1,7%

週 に1回 くらい 4 2.2

月 に1-2回 35 19.6

2-3ヶ 月 に1-2回 ・ 57 31.8

半年 に1-2回 33 18。4

1年 に1-2回 18 10.1

ご くまれに 29 16.2

計 179 100.0

シ ョ ッピングサイ ト、 オ ーク シ ョン、銀行 残高照会 ・振込 みサイ トで、 シ ョッパー比率 が高 い

(各91%、90%、74%)。 シ ョッパ ーに はオ ンライ ンショッピングのみな らず、オー クシ ョンを して

いる人 がいる。 またメールマガ ジンで シ ョッパー比率 が70%と 高 い ことは、 メールマガ ジンに ショッ

ピングの情報が流れてお り、 ショッパ ーがそれを利用 している ことを うかがわせ る。'

3-2.イ ンターネ ッ トによるオ ンライ ンショッピングの利用状況 ・考え方

1)シ ョッパーにおける これ まで のオ ンライ ンショッピング回数(表9参 照)

回 答者 数では2-3回 、4-5回 、5-10回 、10-20回 、1回 だけ、20回 以上、 の順にな ってい

る。20回 以 上 は7%と 少 ない。

5回 までの回答 を合計す ると65%、5回 以上が35%で あ る。5回 までの うちでは2-3回 、4-

5回 が計56%を 占 めている。

2)シ ョ ッパ ーにおけるオ ンライ ンシ ョッピングの頻度(表10参 照)

最 も回答 が多 か ったのが、「2-3ヶ 月 に1-2回 」 で、 「月 に1-2回 」、「半年 に1-2回 」 が

これ に次 ぐ。

例 えば 「6ヶ 月間 に3回 以上買 い物 している層」をヘ ビーユーザー(よ くオ ンライ ンシ ョッピン

グ して いる人)と すれ ば、ヘ ビーユーザ ー55%、 ラ イ トユーザ ー45%と な る。ヘ ビーユーザーとは、

選択肢 「週 に何回 も」、 「週 に1回 くらい」、 「月 に1-2回 」、 「2-3ヶ 月 に1-2回 」』を当ててい

る。 また ライ トユーザー とは、 「半 年 に1-2回 」、「1年 に1-2回 」、「ごくまれ に」 を当ててい

る。

ヘ ビーユーザーの中で も、2-3ヶ 月 に1-2回 、 月 に1-2回 、 オ ンライ ンシ ョッピングす る
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人が多い ことは上記の通 りであ る。 これは実 際の買い物 であ って、情報 の入手 は絶 えず行なわれて

い るのではなかろ うか。

3)シ ョッパーにおけ るオ ンライ ンシ ョッピングの1回 当た り金額(表11参 照)

「5千 円一1万 円未 満」、「1千 円一5千 円未 満」へ の回答が最 も多 い。 この2つ を合 わせ ると、

回答全体 の68%を 占 める。 これ らに次 ぐの は、 「1万 円 一2万 円未満」 である。

4)シ ョ ッパ ーにおけるオ ンラインシ ョッピングでの購入済み商品(表12参 照)

複 数:回答 で答 えて いただいた。回答数の多 い順 に、衣料品、食料 品、書籍 ・雑誌、生活雑貨(家

具、室 内用晶、台所用品な ど)、 パ ソコンと周辺機器、CD・ ビデオソフ ト・ゲーム ソフ ト、航空券 ・

表11シ ョッパ ー にお ける オ ン ラ イ ン シ ョッ ピング の1回 当 た り金 額 層

1回 当たり金額 人数 構成比
1千円未満 1 0.6%

1千 円 一5千 円未満 60 33.5

5千 円 一1万 円未満 62 34.6

1万 円 一2万 円未満 25 14.0

2万 円一5万 円未満 10 5。6

5万 円一10万 円未満 3 1.7

10万 円一20万 円未満 1 0.6

20万 円以上 0 0

物によりばらばら 17 9.5

計 179 100。0

表12シ ョッパーにおけるオンラインショッピングでの購入済み商品(複 数回答)

オ ンラ イ ンシ ョ ッ ピン グで 購 入 した商 品 ・サ ー ビス 人 数 対回答者比率
パソコンと周辺機器 37 20.7%

ソ フ トウ エ ア(パ ッケ ー ジ配 送) 18 10.1

ソ フ トウエ ア(ダ ウ ン ロー ド) 17 9.5

家電 17 9.5

食料品 56 31.3

健康器具 ・健康食品 28 15.6

ス ポーツ用品 13 7.3

生活雑貨(家 具、室内用品、台所用品など) 39 21.8

書籍・雑誌 55 30.7

衣料品 63 35.2

貴 金属 ・宝飾品 10 5.6

イ ベ ン トの チ ケ ッ ト 11 6.2

航空 券・鉄道の切符 ・ホテルなどの予約 32 17.9

デ ジタルデータ(音 楽配信、映像配信、電子書籍など) 6 3.4

コ ンテ ンツ サ ー ビス(ニ ュ ー ス提 供 サ ー ビス な ど) 4 2.2

CD・ ビデ オ ソ フ ト ・ゲ ー ム ソ フ ト 36 20.1

株 や信託 ・保険などの金融商品 11 6.2

車 0 0

その他 25 14.0

回答者数計 179
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鉄道 の切符 ・ホテルな どの予約、 健康器具 ・健康食 品、 ソフ トウェア(パ ッケー ジ配 送)、 ソフ ト

ウェア(ダ ウンロー ド)、家電、の順で ある。

なかで も衣料品、 食料 品、書籍 ・雑誌へ の回答 が、 それぞれ50名 以 上 と多い。

一方
、貴金属 ・宝飾 品、株 や信託 ・保険 な どの金融商 品 とい った金額の大 きな もの は、回答が少

ない。

5)シ ョ ッパーにおけ る最近のオ ンライ ンシ ョッピングに当た ってのWeb情 報 入手 ルー ト(Web

ペ ー ジの存在を どこで知 ったか)(表13参 照)

3つ ま での複数 回答 で答えていただ いた。 回答数 は、「Yahoo!な ど の検索 サイ トで検 索 した」、

「電子 メールマガ ジ ンや電子 メール広告 か ら情報 を得 た」、「シ ョッピングモール などのWebペ ー

ジか らリンク した」、 「新聞 ・雑誌 の広告 で知 った」、「以前 に商 品等 を購入 した電子商店 にアクセ ス

して見 つけて」、「他の 目的でWebペ ー ジを見 ていて偶 然見 つ けた」 の順 で多 い。検 索サイ トを利

用 している人 は58%、 電 子 メールマガ ジン ・電子メール広告 を利用 している人 は31%、 シ ョッピン

グモールな どのWebペ ー ジか ら リンク した人 は25%で あ り、 この3つ が 中心 と言 え る。 検索サ イ

トの利用 が多 いのは予期 された通 りであ るが、電子 メールマガ ジンや電子 メール広告 はあ らか じめ

許可 を得 ておいてか ら送 られ るものであ り、パー ミッシ ョン ・マーケテ ィング(あ らか じめ許可を

得 ておいて行 なうマーケテ ィング)に 当た る。そ うした利用者 は、 おそ らく情報 に対す る感度が高

いのではないか。 また以前 に商品等 を購入 した電子商店 にア クセス して見つ けたとい う人がかな り

いるのは、蓄積型の購買形態が増 えてい ることを うかがわせ る。

一方
、「バ ナー広告 か らク リックして」 は6%と 大変少 なか った。ただ上記 の 「シ ョッピングモー

ル な どのWebペ ー ジか ら リンクした」 の回答 には、 バ ナー広告か らのアクセスが含 まれ るで あろ

うと考 え ると、バ ナー広告 の効果が たいへん小 さいとは言 い切 れな い。Webペ ー ジか ら、 とい う

のは必ず しもバ ナー広告か らではない と考 え られ るので、 この点 はは っき りしない。

表13シ ョッパーにおける最近のオンラインショッピングに当たってのWeb情 報入手ルー
ト(Webペ ー ジの存在をどこで知 ったか)(複 数 回答)

情報ルー ト 人 数 対回答者比率

Yahoo!な どの検索サイ トで検索 した 103 57.5%

電子 メールマガジンや電子メール広告から情報を得た 55 30.7

シ ョ ッ ピ ング モ ール な どのWebペ ー ジか ら リ ンク した 44 24.6

バ ナー広告からクリックして 11 6.2

テキス ト広告(サ イ トの文章にリンクを添える)を 見て 7 3.9

以前 に商品等を購入した電子商店にアクセスして見つけて 24 13.4

友人 からの電子メールで知った 2 1.1

メー リングリス トの情報で知った 8 4.5

他の目的でWebペ ージを見ていて偶然見つけた 23 12.9

新聞 ・雑誌の広告で知った 28 15.6

友人 ・家族の話から知った 7 3.9

新聞 ・雑誌の記事で知った 14 7.8

テ レビの広告で知った 1 0.6

その他 11 6.2

、回答者数計 179
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6)イ ンターネ ッ トを使 って情報 を仕入れ る方法(よ く、 わ りと使 って いるもの)

一 オ ンライ ンショッピングその他 を含 めて一(表14参 照)

複 数 回答 で答 えていただいた。 これ はシ ョッパ ー、 ノ ンシ ョッパー とも答えて もらっている。一・

般 的に情報 を仕入れ る方法 を聞いて いる(ノ ンシ ョッパ ーにも聞 いてい るので、 当然、 オ ンライ ン

シ ョッピングの場合 に限 っていない)。 こ こでは検 索サ イ トの利用 は選択肢 に入 れていない(当 然

回答数が多 くな ると思 われたので、はず してみ た)。

回答数 は 「イ ンターネ ッ ト上のキ ャンペー ンな どに参加す る」、「電子 メール マガジ ン配信サー ビ

スなどに掲載の電子 メール広 告を利用」、「電 子 メール によるダイ レク トメール を受 け取 る」
、 「企業

の 自社製品 ・サー ビス についての電子 メール配信 サー ビスに登録」、「バ ナー広告 にク リックす る」

の順 で多 か った。 一・方、「Webサ イ トで個人 情報を登録 して、 カスタマイズ された情報 を入 手」
、

「製品 についての電子会議室や コミュニ ティーを利用 す る」 は、回答数が少なか った。 イ ンターネ ッ

ト上 のキ ャンペー ンへ の参加 、電子 メール広告 、電子 メールを使 ったbM
、 企 業 の電 子 メール配

信 サー ビスへ の登録 な どがよ く使われて いる ことがわか る。バ ナー広告への ク リックも利用 されて

い る。 自分 に合 ったカスタマイズされた情報 とい うのは、 あま り求あ られていない
。

ショッパ ー比率 が高 いのは、 「企業 の自社製 品 ・サ ー ビスにつ いての電子 メール配信 サー ビスに

登録」、 「電子 メール によるダイ レク トメールを受 け取 る」の2つ で、 それぞれ ショッパ ー比率 は76

表14イ ンターネッ トを使って情報を仕入れる方法(よ く、わ りと使っているもの)(複 数 回答)
一 オンラインショッピングその他を含めて一

情報入手の方法

タイプAの

ショッパー

A=174

対回答者比率

ノ ン シ ョ ッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

対 回答者比率

タイプD

D=30

対回答者比率

バナー広 告 にク リックす る

(n=64)
19.5% 28.8% 36.7% 53.1% **

企業の自社製品・サービス

についての電子メール配

信サービスに登録(67)

29.3 15.3 20.0 76.1 **

電子メールによるダイレク

トメールを受け取る(74)
29.3 30.5 16.7 68.9 **

電子メールマガジン配信

サービスなどに掲載の電子

メール広告を利用(78)

28.7 32.2 26.7 64.1 **

イ ン ター ネ ッ ト上 の キ ャ

ンペー ンな どに参加 す る

(110)

42.5 33.9 46.7 67.3 **

製品についての電子会議

室やコミュニティーを利

用する(6)

2.3 0 6.7 66.7

Webサ イ トで個人情報を

登録 して、 カスタマイズ

された情報を入手(25)

9.2 11.9 3.3 64.0 **

その他(22) 8.6 6.8 6.7 68.2 **

計(回 答者数268) 64.9
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%、69%で あ った。一方、 ショッパ ー比率 が低い(ノ ンショッパ ーの利用 が多 い)の は、 「バ ナー

広 告 にク リックす る」 である(シ ョッパ ー比率が53%)。 そ の他の選択肢 は、 シ ョッパ ー比率 は平

均 的(全 体 の65%に 近 い)で あ った。

シ ョッパー は、企業 の電子 メール配信 サー ビスへ登録 した り、電子 メールを使 ったDMを 受 け

取 っている人の間で多 く、 ノンシ ョッパ ーはバナー広 告に クリック している人 の間で多 い。 という

よ りは、 ショッパー はバナー広告にあま り頼 らずに、 電子メール広告 に重点 をおいて いるのではな

いか と思 われ る。

7)バ ナ ー広告 につ いての意見への賛 同(表15参 照)

そ こでバナー広告 についての意見を出 して、 これ についてどのように思 うか、聞いてみた(シ ョッ

パ ー、 ノンシ ョッパー ともに伺 って いる)。 またバ ナー広告 について メ リッ トを感 じて いるか どう

か も調べ る目的であ る。

回答数 は 「ク リックす るだけでアクセスできるので便利」、「商売 で出 して いるので、 うるさい」、

「URLを 書 いて打ち込んだ りす る手 間がい らないので便利」 の順 で多 かった。バ ナー広告の メ リッ

トが認識 されてい る反 面、 うるさいという批判 への賛同 も多 い。一方、 「もっとビジュアルな もの

になれば よい」、「もっとバナー広告 があればよいと思 う」、「バ ナー広告 はスペ ースが小 さす ぎるの

で大 き く」、「ブ ラン ド(商 標)を 覚 え られるので役 にたつ」 は、回答数が少な く、賛成 を得 られな

か った。バナー広告 への注 目率 を高 めるために、今、 もっと ビジュアル化 した り、バ ナー広告 を大

き くした りす る計画が進 んで いるといわれるが、回答者 の反応 は冷たか った。 またバナー広告 によっ

表15バ ナー広告についての意見への賛同

バナー広告への意見

タ イ プAの

シ ョツパ ー

A=174

構成 比

ノ ン シ ョ ッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

構成比

タイプD

D=30

構成比

もっとバナー広告があれば

よいと思う(n=11)
3.4% 5.1% 6.7% 54.5%

バナー広告はスペースが小

さすぎるので大きく(8)
0.6 6.8 10.0 12.5

クリックするだけでアクセ

スできるので便利(99)
38.5 37.3 26.7 67.7 **

ブランド(商 標)を 覚えら

れるので役にたつ(3)
0.6 1.7 3.3 33.3

URLを 書 いて打ち込ん

だりする手間がいらない

ので便利(52)

18.4 20.3 23.3 61.5 **

もっとビジュアルなもの

になればよい(14)
6.9 0 6.7 85.7 **

商売で出しているので、

うるさい(71)
27.0 27.1 23.3 66.2 **

その他(10) 4.6 1.7 0 80.0 **

計(268) 100.0 100.0 100.0 64.9
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て ブラン ドの記憶 を進め るのではないか、 とい う意見が あるが、 回答者 はほとん ど意識 して いない
。

ノンシ ョッパーでは、 シ ョッパ ーに比べて、 「URLを 書 いて打 ち込 んだ りす る手間が い らな いので

便利」 とい う回答が多か った(特 にタイプDに おいて)。 シ ョッパー は特徴がない。

8)オ ン ライ ンシ ョッピングへ案 内 して くれる効果 的な広告手法(表16参 照)

シ ョッパー、 ノ ンショッパ ーと もに回答 をいただいている。複数 回答で はな く、1つ だけ;選択 で

ある。

回答数 は 「検索 サイ ト(サ ーチエ ンジ ン)で 見つか りやす いようにす る」 が多 く、 回答者数 の46

%を 占 めた。 そのあと 「そのホーみペ ージに案 内す るバ ナー広告があ ちこちにあ る」、「メール配信

ニ ュースでシ ョッピングサ イ トの情報を こまめに配信」、 「電子 メール によるダイ レク トメール」 の

順 で多 い。一 方、「会員登 録 し、 カスタマイズ された情報 を出す サー ビス」、「会員 や知 り合 いの人

を増や して、 ロコ ミで広げ る」 は、回答数が少なかった。 このように検索サイ ト、バナー広告、 メー

ル配信ニ ュース、電子 メール によるDMが 効 果 的な広告手法 と考え られてい る。

但 し、 この設問 はオ ンライ ンシ ョッピングを した ことのない ノンショッパ ーに もあえて聞 いてい

るので、 ノンシ ョッパーはオ ンライ ンショッピングの実体験 がないに もかかわ らず(購 買寸前 まで

は行 っているか もしれないが)、 想像 で答えて いる ことにな る。 一方、 シ ョッパ ーは、実 際にオ ン

ライ ンで買 い物を しての体験 で答 えている と考 え られる。

そ こで シ ョッパ ー とノ ンシ ョッパーを分 けて対比 す ると、「メール配信ニ ュー スで シ ョッピング

表16オ ンラインショッピングへ案内してくれる効果的な広告手法

広告手法

タ イ プAの

シ ョ ツパ ー

A=174

構 成 比

ノ ン シ ョ ッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タ イ プC-

C=59

構 成 比

タイプD

D=30

構成比

そのホームページに案内

するバナー広告があちこ

ちにある(n=51)

16.7% 22.0% 26.7% 56.9% **

検索サイ ト(サ ーチエン

ジン)で 見つかりやすい

ようにする(124)

44.3 47.5 53.3 62.1 **

メール配信ニ ュースで

ショッピングサイ トの情

報をこまめに配信(42)

19.0 10.2 10.0 78.6 **

電子メールによるダイレ

ク トメール(22)
9.2 8.5 3.3 72.7 **

会員登録 し、カスタマイ

ズされた情報を出すサー

ビス(13)

4.0 6.8 6.7 53.8 *

会員や知 り合いの人を増

や して、ロコミで広げる

(11)

4.6 5.1 0 72.7 **

その他(5) 2.3 0 0 80.0 *

計(268) 100.0 100.0 100.0 64.9
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サイ トの情報を こまめに配信」、「電子メール によるダイ レク トメール」 を答えている人 で は、 シ ョッ

パ ー比率が高 く(そ れぞれ79%、73%)、 一 方、「その ホームペー ジに案内す るバナー広告があち こ

ちにある」 を答 えてい る人 で は、 シ ョッパ ー比率 が低 い(57%)。 全 体 の シ ョッパ ー比率 は65%な

ので、それ と比 べれば違 いがは っき りしている。

また 「検索サイ ト(サ ーチエ ンジン)で 見つか りやす いようにす る」 は、 ショッパー もノンシ ョッ

パ ー も第1番 にあげてお り、 ショッパ ー比率 は62%と 全 体 の もの とあ まり変 わ らない。 こう した こ

とか ら、検索サイ トで見つか りやす いようにす ることが効果的な広告手法 と考え られているが、 ショッ

パ ーはメール配信 ニ ュースによる ショッピングサイ ト情報 のこまあな配信、電子 メールによ るDM

を重 視 してお り、 こうした ものを実際 のオ ンライ ンシ ョッピングで役立ててい ると思 われ る。 ノン

シ ョッパー は、 バナー広告 に依存 している人が、 シ ヨッパ ーに比べて多い。

9)人 気 のあ るサイ ト(ホ ームペー ジや ショッピングモール)の 特徴(表17参 照)

表17人 気のあるサイ ト(ホ ームページやショッピングモール)の 特徴(3つ までの複数回答)

人気のあるサイトの特徴

タイプAの

ショッパー

Aニ174

対回答者比率

ノ ン シ ョッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

対回答者比率

タイプD

D=30

対回答者比率

ホ ー ム ペ ー ジ の コ ン テ ン

ツ が面 白 い(n=79)
25.9% 33.9% 40.0% 57,0% **

提供 している会社 ・団体

の性格がよくわかる(44)
16.1 11.9 23.3 63.6 **

ふつ うの店 に売 っていない商

品・サー ビスが買える(114)
40.8 50.8 40.0 62.3 **

手軽に情報が入手できて、

購入もできる(129)
47.7 47.5 53.3 64.3 **

シ ョッピングモール に店 が

多数 、 出店 している(85)
33.3 33.9 20.0 68.2 **

ホームページの企業や団

体とコミュニケーション

ができる(9)

4.0 1.7 0 77.8 **

地元の会社や店が出店 し

ていて地域性がある(13)
4.6 5.1 6.7 61.5 *

商品 ・サービスが格安(91) 37.9 23.7 36.7 72.5 **

ターゲットをよく絞 り込んでい

てピッタリと感 じが合 う(31)
9.2 10.2 26.7 51.6 **

買ったものの配達が早 く、

簡単に入手できる(66)
27.6 16.9 23.3 72.7 **

素人の人々がリサイクル

などで取り組む(16)
6.3 8.5 0 68.8 **

ホームページが頻繁に更

新されている(49)
20.1 15.3 13.3 71.4 **

その他(7) 2.3 5ユ 0 57.1

計(回 答者数268) 64.9
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人気 のあ るホームペー ジや ショッピングモールを知 っているな ら、 それ はどん な特徴があ るか、

尋 ねた。3つ までの複数 回答 で、 シ ョッパ ー、 ノ ンショッパ ーと も答えて いただ いてい る。

回答数 は 「手軽 に情報 が入手で きて、購入 もできる」、「ふつ うの店 に売 っていない商品 ・サー ビ

スが買 え る」、「商 品 ・サー ビスが格安」、 「ショッピングモール に店が多数、出店 している」、「ホー

ムペー ジの コンテ ンツが面 白い」、 「買 った ものの配達が早 く
、簡単 に入手で きる」、「ホームページ

が頻繁 に更新 されている」、 「提供 してい る会社 ・団体の性格が よ くわか る」 の順 で多か った
。手軽

な情報入手 と購入、ふつ うの店にない商 品 ・サー ビス購入 の2つ は、回答数100を 超 えており
、 ショッ

パ ー、 ノ ンシ ョッパ ー共通 にあげ られてい る。

「商品 ・サ ー ビスが格安」、「買 った ものの配達が早 く、簡単に入手 できる」、「ホームペー ジが頻

繁 に更新 されて いる」の3つ の回答者 では、 シ ョッパー比率 が高 く、 それぞれ73%、73%、71%で

あ った。 また 「シ ョッピングモールに店 が多 数、出店 している」 の回答者 では、 シ ョッパー比率68

%と 、 少 し高 い(全 体の シ ョッパ ー比率65%に 対 して)。 配達 というの は従来 か らダイ レク トマー

ケテ ィングの特徴 とされている ものである。

シ ョッパーは、手軽 な情報入手 と購入、ふ つ うの店 にない商品 ・サー ビス購入
、商品 ・サー ビス

の格安、 ショッピングモールへ の多数の店 の出店、買 った ものの配達 ・簡単入手、 ホームペ ー ジの

コンテ ンツの面 白さ、 ホームペ ージの頻繁更新 を行 な う
、 などの条件を備えた ところが人気 のある

サイ トと考 えている。 しか し、 ノンシ ョッパ ー と違 うのは、上記の3点 であ る
。 すなわち、商 品 ・

サー ビスの格安、買 った ものの配達 ・簡単 入手、 ホームペー ジの頻 繁更新、 は ショッパ ーが主 に関

心 を持 って いる点 である。

一方
、 「ターゲ ッ トをよ く絞 り込 んでいて、 ピッタ リと感 じが合 う」、「素人 の人 々が リサイ クル

な どで取 り組 む」、 「地元の会社 や店 が出店 して いて地域性 があ る」、「ホームペ ージの団体や企業 と

コ ミュニケー シ ョンがで きる」 は、 回答数 が少な く、人気 がなか った。

10)オ ン ライ ンシ ョッピングへ の考え方(表18参 照)

オ ンライ ンシ ョッピングにつ いての経験や考 え方 につ いて伺 った。 シ ョッパー、 ノンショッパー

表18オ ンラインショッピングへの考え方(複 数回答)一 ショッパー比率一

考 え 方 ショッパー比率(%)

最初からごく気軽に買い物ができた(n=62) 82.3

調 子にのりすぎて買いすぎるおそれがある(61) 77.0

意外なほど実生活に役に立つ(39) 66.7

チケ ットやホテルの予約など、サービス利用で欠かせない(35) 68.6

オ ンラインショッピングは慣れて くると実に楽 しい(32) 71.9

ギフ トやイベ ントの時など、す ぐ入手 ・手配できてよい(25) 72.0

知 らない世界を探索して夢を追いかける楽 しみがある(15) 46.7

信用 できるショッピングサイ トかどうか、当惑する(137) 65.7

オンラインショッピングは注意をはらう必要があり、緊張する(105) 58.1

よ くなれてから十分に注意をしながらするのがよい(41) 56.1

書籍やブラン ド品など、確かなものを中心にするとよい(37) 62.2

銀行や有名企業など、契約しているところでだけ、利用する(21) 61.9

金銭 にかかわる取引はインターネットでするべきではない(18) 61.1

店でふつうに買い物をするのが主体であり、オンラインは試しにするだけ(18) 44.4
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ともに答えていただいてお り、複数 回答 である。

回答数 は 「信用 できる ショッピングサイ トかどうか、 当惑す る」、 「オ ンライ ンシ ョッピングは注

意を はらう必要があ り、緊張す る」、「最初 か らご く気軽 に買 い物がで きた」、「調子にの りす ぎて買

いす ぎるおそれがあ る」、「よ くなれ てか ら十分 に注意 を しなが らす るのが よい」、「意 外な ほど実生

活 に役 に立つ」、「書籍 やブラ ン ド品な ど、確 かな もの を中心 にす るとよい」、 「チケ ッ トや ホテルの

予約 など、 サー ビス利用 で欠 かせな い」、「オ ンライ ンシ ョッピングは慣 れて くる と実 に楽 しい」、

「ギ フ トやイベ ン トの時な ど、す ぐ入手 ・手配で きて よい」 の順 で多か った。 中で も 「信用 で きる

シ ョッピ ングサイ トか どうか、 当惑す る」、「オ ンライ ンショッピングは注意を はらう必要が あ り、

緊張す る」 は、回答数100を 超 えて お り、多 い。

一見
、オ ンライ ンシ ョッピングに対 して慎重 な意見 と楽観 的な意見が交錯 しているようで あるが、

オ ンライ ンシ ョヅピング とは本来 そのよ うな性格 の ものであろ う。 ショッパー において も、信用で

きるシ ョッピングサイ トか どうか当惑 し、 注意 をは らう必要 がある、 と考えて いる人が多 い。

しか し、「最初 か らご く気軽 に買 い物 ができた」、「調子 にの りす ぎて買いすぎ るおそれがあ る」、

「オ ンライ ンシ ョッピングは慣 れて くると実 に楽 しい」 の ようなオ ンライ ンシ ョッピングに前向 き

の回答 を見 ると、 シ ョッパー比率が それぞれ82%、77%、72%と 、 高 い(「 意外 なほ ど実生活 に役

に立つ」 は67%と 平 均的で、「知 らない世界 を探索 して夢 を追 いか ける楽 しみがある」 は47%と 低

く、 さすがにそ こまでは行かな い)。 また 「チケ ッ トやホテルの予約 など、 サー ビス利 用で欠かせ

ない」、 「ギフ トやイベ ン トの時な ど、 す ぐ入手 ・手配 できてよい」へ の回答で は、それ ぞれ シ ョッ

パ ー比率が69%、72%と 高 い。 こうした ことか ら、 オ ンライ ンショッピングにつ いて の前向 きな意

見、 チケ ッ トやギ フ トの ような急 を要 す るサー ビスへ の意見 につ いては、 シ ョッパーが多 く賛成 し

て いる。

一方
、'シ ョッパー比率 の低 い意見 をひ ろうと、 「オ ンライ ンシ ョッピングは注意 をは らう必要が

あ り、緊張す る」、 「よ くなれてか ら十分 に注意 を しなが らするのがよい」、「店でふつ うに買 い物を

す るのが主体で あ り、オ ンライ ンは試 しにす るだけ」 とオ ンライ ンショッピングに後 ろ向きな意見

が多 い(い ずれ もシ ョッパー比率40-50%台)。

ただ、上記の ように 「知 らない世界 を探索 して夢 を追 いかけ る楽 しみがある」 もシ ョッパ ー比率

が40%台 と、 さすが にそのよ うな シ ョッパー は少 ない。

この ようにオ ンライ ンシ ョッピングという手軽 で、 これまでの通常 の購買行動 にな い体験がで き

る買 い物方式 につ いては、楽観 的な意 見、慎重な意見 が同時に持 たれているが、 どち らか とい うと

シ ョッパ ーの方が前向 きな意見 が多い。 これ はシ ョッパーがすでに体験 している自信 か らくる もの

で あろう。

11)オ ンラインシ ョッピングへの不 満(表19参 照)

オ ンライ ンシ ョッピングの不満 は、 シ ョッパー、 ノンシ ョッパ ー とも回答 していただいて お り、

複数回答 である。

回答数 は 「送料が高い」、「実 際 に商品 ・サー ビスを見て、確認 して買 えないので不安」、「プライ

バ シー の不安が ある」、「価格 が思 った ほど安 くない」、「シ ョッピングサイ トが信用で きるか不安」、

「モール の中に店 がた くさんあ りす ぎて、 かえ って迷 う」、 「本 当に買 えたのか、 よけい に買 ってな

いか、確認 しに くい」、 「決済 が面倒」、 「うたい文句 ほ どシ ョッピングサイ トがよ くない」、「商品 ・

サ ービスの品揃えが少ない」 の順 で多か った。中で も送料 の問題、実 際に商 品 ・サ ー ビスを見 ない
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表19オ ンラインショッピングへの不満(複 数回答)一 ショッパー比率一

不 満 点 ショッパー比率(%)

送料が高い(n=164) 68.3

実際に商品・サービスを見て、確認してから買えないので不安(125) 60.8

プライバ シーの不安がある(103) 58.3

価格が思ったほど安くない(88) 69.3

ショッピングサイ トが信用できるか不安(86) 61.6

モールの中に店がたくさなりすぎて、かえって迷う(48) 62.5

本 当に買えたのか、よけに買ってないか、確認 しにくい(44) 77.3

決済が面倒(32) 68.8

うたい文句ほどショッピングサイ トがよくない(29) 75.9

商 品 ・サービスの品揃えが少ない(28) 60.7

表20新 製品 ・サービスの購入態度(新 製品採用時期)

新製品 ・サービスの

採用時期

タイ プAの

シ ョ ッパ ー

A=174

構 成 比

ノ ンシ ョ ッパ ー

シ ョッパー

比 率

A/n

有意差検定
タ イ プC

C=・59

構 成 比

タイプD

D=30

構成比

真っ先に新製品 ・サー ビ

スを導入する(n=1)
0% 1.7% 0% 0%

わりと初期に採用する(28)
・10

.3 13.6 6.7 64.3 **

どちらかといえば早 くに

導入する(43)
16.1 16.9 10.0 65.1 **

大勢を見てから導入する

(128)
52.9 35,6 43.3 71.9 **

人よりとか く遅れがちで

ある(68)
20.7 32.2 40.0 52.9 **

計(268) 100.0 100.0 100.0 64.9

不 安 、 プライバ シーの不安、 の3つ は、 回答数 がそれぞれ100を 超 えてお り、不満 として大 きい。

この設 問については、 ノ ンショッパ ーはオ ンライ ンシ ョッピングの実体験がないので、憶測 で答

えて もらっている ことになる。

シ ョッパー比率 の高 い不満 を ひろうと、「本 当に買 えたのか、 よけいに買 ってな いか、確認 しに

くい」77%、 「うたい文句 ほどショッピングサイ トがよ くない」76%、 「価格が思 った ほど安 くない」

69%、 「決済が面倒」69%、 「送料 が高 い」68%な どである。 これ らは、全体の シ ョッパー比率 の65

%に 比 べて、 ショッパ ー比率 が高 い。

こうした点 が、実体験 に則 して出てきた意見 であろ う。

3-3.イ ン ターネ ッ ト利用者 の層別化

1)新 製 品 ・サー ビスの購入態度(新 製品i採用 時期)(表20参 照)

新 製 品 ・サー ビス(例 えば新OS、 カ ーナ ビ、 デ ジタル カメラ、オ ンライ ンバ ンキ ング)の 購入

ついては、 いつ もどんな感 じか、 回答者 に尋 ねた。 これにはシ ョッパー、 ノンシ ョッパー とも答 え

ていただいている。
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回答数 は 「大勢 を見 てか ら導入す る」 が最 も多 く、 回答者 が128名 に達 した。 あ と 「人 よ りとか

く遅 れがちである」、「どち らか といえば早 くに導入 す る」、 「わ りと初期に採用 す る」、「真 っ先 に新

製 品 ・サー ビスを導入す る」 の順 で回答者 が多か った。 「真 っ先 に……」 は、 回答者 がわず か1名

である。

真 っ先 に、わ りと初期 に、 どち らか といえば早 くに、 の3つ(早 くに採用す る層)を 合計す ると、

回答者数 の27%を 占 め、 また、大勢を見 てか ら、人 よ りとか く遅 れがち、 の2つ(遅 くに採用 す る

層)を 合計す る と回答:者数の73%を 占あた。遅 くに採 用す る層が70%以 上 を占めてい る。

「大勢 を見てか ら導入す る」 と回答 した人 の間では、 シ ョッパー比率 が高 く、 それは72%で あ っ

た。一方、 「人 よ りとか く遅れが ちで ある」 と答 えた人で は、 ショッパ ー比率 が低 く、53%し か な

か った。早 くに採用す る層では、 シ ョッパー比率 は全 体の65%と ほ ぼ同 じ値なので、 この遅 くに採

用す る層 で特徴が ある。 シ ョッパーは大勢 を見 てか ら導入す る人 に多 く(シ ョッパ ーの構成比 で53

%が これであ る)、 ノンシ ョッパー はとか く遅 れがちな人(タ イプCの 構成 比で32%、 タ イプDの

40%)に 多 い。

そ こで遅 くに採用す る層を見 るかぎ りでは、 ショッパーは大勢 を見 なが らも他人 に対す る影響力

の高 い人 々が多 く、 ノ ンシ ョッパーはそ うでない人 々が多い、 とい うことになる。 もちろん、 ノ ン

シ ョッパ ーの間 に も早 くに採用 す る人 々はいる。早 くに採用す る層 は、 シ ョッパ ー(タ イプA)で

は構成比が26%で 、 ノンシ ョッパーのタイプCで は32%、 タ イプDで は17%と な ってお り、 む しろ

ノンシ ョッパーの タイ プCで 早 くに採用 する人 が多 い。 タイプCは 、早 くに採用す る層 ととか く遅

れが ちな層 に分散 してい るよ うである。

そ こで タイ プAとDを 対比する と明確 であるが、 タイプA(シ ョ ッパ ー)で は早 くに採用す る、

大勢 をみてか ら導入す る人 が大部分 であ り、 その点、 とか く遅 れがちな人 が40%も い るタイプDに

比 して、早め に導入 してお り、社会へ の影響力 が強 い と考 え られる。

2)イ ンターネ ッ トの クイズ、懸賞、 ア ンケー トへ の応募程度(表21参 照)

イ ンターネ ッ トの クイズ、懸賞、 ア ンケー トな どによ く応募す るか、伺 った。

回答 数 は 「よ く応募 す る」 が回答者170名 で、懸 賞 サイ トを用 いての設問 だけに、大部分(回 答

者 の構成比63%)を 占めた。「時 々応募す る」33%を 加 えると、計96%を 占 める。但 し、 シ ョッパー

だか ら、 とい って シ ョッパ ー比率 は高 くない(上 記の各選択肢 と も、全体 のシ ョッパー比率 であ る

65%程 度 である)。 この設問は、層別化 の うえであま り効 果はなか った。

表21イ ンターネッ トのクイズ、懸賞、アンケー トへの応募程度

応募程度

タ イ プAの

シ ョ ッパ ー

A=174

構 成 比

ノ ン シ ョ ッパ ー

ショッパー

比 率

A/n

有意差検定
タイプC

C=59

構成比

タイプD

D=30

構成比

よく応募する(n=170) 63.8% 62.7% 66.7% 65.3% **

時々応募する(88) 31.0 37.3 33.3 61.4 **

あまり応募 しない(9) 4.6 0 0 88.9 **

応募したことはない(1) 0.6 0 0 100.0

計(268) 100.0 10α0 100.0 64.9
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表22影 響力による層別化要因

情報発信の内容

タ イ プAの

シ ョ ッパ ー

A=174

加 重 平 均 値

ノ ンシ ョ ッパ ー

タイプC

C=59

加重平均値

タイプD

D=30

加重平均値

チャットに加わる 4.97 5.07 4.43

掲示板に投稿する 4.54 4.81 4.47

ニュースグループに投稿する 5.67 5.88 5.73

メー リングリス トに投稿する 5.33 5.56 5.50

企業 にメールを送る 5.16 5.42 5.17

政党 や政治家にメールを送る 5.89 5.90 5.93

マ ス コ ミに メー ル を 送 る 5.83 5.83 5.90

オ ンラインで友人を作る 5.34 5.46 5.47

オ ンラインで仕事のコンタク トを作る 5.36 5.49 5.10

Webサ イ トのアンケー トや意見欄に回答する 3.09 3.63 3.37

ニュースやインターネットの話を友人にする 3.68 4.05 3.87

(注)そ れぞれの項 目において、選択肢の 「ほぼ毎 日」 に1、 「週に数回」に2、 「月 に1,2回 また

は数 回」 に3、 「2,3月 に1回 」 に4、 「したことはある」 に5、 「したことがない」 に6の

加重 を与えて、加重乎均 を行な った。従 って数値 の小 さいほど、実施す る頻度が高い回答が多

い傾 向とな る。

3)影 響 力 による層別化要 因(表22参 照)

「あなたはイ ンターネ ッ ト・ユ ーザー と して、 あなたの情報 をどのように発信 していますか」 と

い う設問 に対 して答えて いただ いた。 シ ョッパ ー、 ノ ンシ ョッパ ーとも答えて もらっている。

全部で11の 情 報発信の形態を あげて、「ほぼ毎 日」、「週 に数 回」、「月 に1.2回 ま たは数回」、 「2.

3月 に1回 」、「したことはある」、 厂した ことがな い」の6区 分への回答を求めた。 それぞれの情報

発信 につ いて、 加重平均 を出 した(「 ほぼ毎 日」 に1、 「週 に数回」 に2、 「月 に1、2回 または数

回」 に3、 「2、3月 に1回 」 に4、 「した こ とはあ る」 に5、 「した ことがない」 に6の 加重 を加

えて、加重平均す る。従 って、数値の小 さい ほど、実施す る頻度が高い回答が多 いこ ととなる)。

その結果、 全体 と して、 比較 的 に頻度 の高 い情報発信 は、頻度 の高 い ものか ら 「Webサ イ トの

ア ンケー トや意見欄 に回答す る」、「ニ ュースやイ ンターネ ッ トの話を友人 にする」、「チ ャッ トに加

わ る」、「掲示板 に投稿す る」、「企業にメールを送 る」、「オ ンライ ンで友人 を作 る」、「メー リング リ

ス トに投稿す る」 の順 で あった。一方、 「政党 や政治 家に メール を送 る」、「マス コ ミにメールを送

る」 は、最 も頻度の低い形 態であ る。

タイプA(シ ョ ッパー)と タイプC・ タイプD(ノ ン シ ョッパー)の 回答 を比べて、それ らの間

で頻度の加重平均値がある程度、異 なる情報発信をあげてみる(シ ョッパーで頻度が高 く、ノンショッ

パーで頻度 が低 い もの)。 それ は、 「Webサ イ トのア ンケー トや意見欄 に回答 す る」
、 「ニ ュースや

イ ンターネ ッ トの話 を友人 にする」、「メー リング リス トに投稿 する」、「オ ンラインで友人 を作 る」、

「ニ ュースグルー プに投稿す る」 の5つ で ある(シ ョッパーの情報発信頻度 の高 い ものか ら順番 に

並 べた)。 こう した行動(情 報発信)を とる人 の間では、 シ ョッパーの発信の頻度が高 い。 オ ンラ

イ ンシ ョッピングな ど多方面 でイ ンターネ ッ トを活用 しているので、 こう した情報発信 を しやすい
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のであろう。

一方、「チャットに加わる」、「掲示板に投稿する」では、タイプDの 情報発信頻度 が最 も高かっ

た。タイプCの 情報発信頻度が最 も高いという発信形態はなかった。

3.ま とめ(仮 説検証)と 今後 の課題

以上 にお いて、 イ ンターネ ッ トの利用状況、イ ンターネ ッ トによるオ ンライ ンショシ ョッピングの

利用状況 ・考え方、 イ ンターネ ッ ト利用者の層別化の3点 か ら、今回のア ンケー ト調査結 果の分析 を

行 な った。

仮説 に対す る検証 は、次 の通 りで ある。

1)こ まあ に広告 の更新 を繰 り返 し、 メール配信ニ ュースな どを利用 して、 シ ョッピングサイ トの

情報 を配信す るのが、ユーザーの経路 に合 った戦 略である。従 って、 オ ンライ ンシ ョッパ ーは、

メール広告 につ いて感度が高 い。(検 証済 み)

2)バ ナ ー広告 は、小 さな広告 スペ ースであ り、 シ ョッピングサイ ト検索にはあま り効果はない。

但 し、 ブラン ド強化 とい うバ ナー広告の表示その ものの効果があ るであろ う。

(あ まり効果 はない、 とい う点 につ いて は、あ る程度 は効果が認め られているよ うであ る。但

し、 ノンショッパ ーでバ ナー広告 をあげる人が多か った。 ブラン ド強化 については、 ほ とん ど

意識 されていないので、検証 できなか った。)

3)シ ョッピングサイ トへ の経路 として、 ターゲ ットとす る層が興味を もつよ うな コンテ ンツを置

くことも効果 がある。(検 証 済み。但 し、 カスタマイズされた情報提供への関心 は低 い。)

4)イ ンターネ ッ ト・ユーザーには、影響力 による層別化 が可能 であ る。(あ る程度 、検証済 み。

但 し、 それほ どは っき り出て いるわ けで はない。)

シ ョッパ ー、 ノンショッパーを問わず、検索サイ ト(サ ーチエ ンジン)へ の依存度 が大 きい ことは、

は っき りしてい る。 それ だけ検索サ イ トで調べやすいよ うに、検索サイ トとの関係 を作 ることが重要

であろう。また、バ ナー広告 はノンショッパ ーで依存度が高いようであるが、ノ ンシ ョッパ ーが シ ョッ

パ ーにな るにつ れて、 メール配信 ニ ュー スや電子 メールのDMへ 依 存度 が移 って ゆ くのか、今 ひ と

つはっき りしない。現状では確 かにシ ョッパ ーでは、 こうしたパー ミッシ ョン ・マーケテ ィングのツー

ルを重視 している。 ノ ンシ ョッパ ーはまだそこまでイ ンターネ ッ トの利用歴 がないために、 バナー広

告 に依存 しているのか もしれな い。

今後 の課題 としては、次の点を あげることがで きる。

1)シ ョ ッパ ーにおけるハー ドユーザー(例 えば過去6ヶ 月間に3回 以上、 オ ンライ ンシ ョッピン

グを した層)と ライ トユーザ ー(そ れ未満のオ ンライ ンシ ョッピング しか していない層)の 区

分 による対比の実施

2)追 跡 調査 を したい。

以 上
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